
宮島包ヶ浦自然公園利活用方針説明会

令和７年４月１４日(月)／４月１６日(水)

廿　日　市　市



これまでの経緯
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１ 　これまでの通りのまちづくりでは通用しない
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平成20（2008）年

日本の人口のピーク

平成28（2016）年

指定管理開始

利用者の減少

収支の赤字
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２ 　将来を見据えた包ヶ浦自然公園のあり方検討



【観光庁による審査・評価】 全国で13の候補地を選定
 「瀬戸内海国立公園 宮島・包ヶ浦地区」
  世界遺産の厳島神社を有する宮島において、包ヶ浦エリアは観光
 中心地と異なり豊かな自然に囲まれた風光明媚な景観と静穏な環境
 が魅力 

令和６年５月  宮島包ヶ浦自然公園利活用検討協議会の設置
令和７年３月  宮島包ヶ浦自然公園利活用方針の策定
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令和４年２月   
 観光庁「上質な宿泊施設の開発促進事業」採択

包ヶ浦自然公園全体の将来のあり方

「高付加価値旅行者向けの宿泊施設」の誘致
地域、事業者、行政が連携し自然を生かした取組



利活用方針
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　利活用方針策定の流れ

検討協議会

包ヶ浦自然公園の今後
の利活用方策の検討等
に関する協議

 （令和６年５月設置）
市及び宮島地域の各種
団体の代表等で構成

　検討会等

利活用検討会（ワーク
ショップ方式）

 （計３回：延べ３４人）
関係団体等ヒアリング

 （自然保護活動団体、観  
  光関連団体等）

方針策定

策定に当たっての視点
【四方よし】

  地域住民
  地域環境
  地域経済
  観光客
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2007年5月撮影 2025年3月撮影

包ヶ浦自然公園の環境変化
俯瞰全景
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包ヶ浦自然公園に残る自然

包ヶ浦で守られているシバナ 海　浜
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　包ヶ浦自然公園利用者数の推移

162,528

39,896

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

S
5
6
(
19
8
1
)

S
5
7
(
19
8
2
)

S
5
8
(
19
8
3
)

S
5
9
(
19
8
4
)

S
6
0
(
19
8
5
)

S
6
1
(
19
8
6
)

S
6
2
(
19
8
7
)

S
6
3
(
19
8
8
)

H
1
(
19
8
9
)

H
2
(
19
9
0
)

H
3
(
19
9
1
)

H
4
(
19
9
2
)

H
5
(
19
9
3
)

H
6
(
19
9
4
)

H
7
(
19
9
5
)

H
8
(
19
9
6
)

H
9
(
19
9
7
)

H
1
0
(
19
9
8
)

H
1
1
(
19
9
9
)

H
1
2
(
20
0
0
)

H
1
3
(
20
0
1
)

H
1
4
(
20
0
2
)

H
1
5
(
20
0
3
)

H
1
6
(
20
0
4
)

H
1
7
(
20
0
5
)

H
1
8
(
20
0
6
)

H
1
9
(
20
0
7
)

H
2
0
(
20
0
8
)

H
2
1
(
20
0
9
)

H
2
2
(
20
1
0
)

H
2
3
(
20
1
1
)

H
2
4
(
20
1
2
)

H
2
5
(
20
1
3
)

H
2
6
(
20
1
4
)

H
2
7
(
20
1
5
)

H
2
8
(
20
1
6
)

H
2
9
(
20
1
7
)

H
3
0
(
20
1
8
)

R
1
(
20
1
9
)

R
2
(
20
2
0
)

R
3
(
20
2
1
)

R
4
(
20
2
2
)

平成20（2008）年

日本の人口のピーク

平成28（2016）年

指定管理開始

9



0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

(人)

H２５年度 H２６年度 H２７年度 H２８年度 H２９年度 H３０年度

　包ヶ浦自然公園利用者数の推移

10



0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

昭
和
5
9
年

平
成
元
年

平
成
６
年

平
成
1
1
年

平
成
1
6
年

平
成
2
1
年

平
成
2
6
年

令
和
元
年

令
和
２
年

国民レジャー行動の推移

キャッチボール、野球

サッカー

テニス

登山

オートキャンプ

サーフィン、ウインドサーフィン

ピクニック、ハイキング、野外散歩

海水浴

国内観光旅行

（単位：百万人回）

令
和
２
年

令
和
元
年

平
成
26
年

平
成
21
年

平
成
16
年

平
成
11
年

平
成
６
年

平
成
元
年

昭
和
59
年

国内レジャー行動の推移【実数】 (単位：百万人回／年)

1984 1989 1994 1999 2004 2009 2014 2019 2020
昭和59年 平成元年 平成６年 平成11年 平成16年 平成21年 平成26年 令和元年 令和２年

キャッチボール、野球 466 393 251 280 297 134 97 84 88

サッカー 98 102 154 140 165 110 91 72 67

テニス 349 250 236 176 217 211 152 114 119

登山 37 37 33 42 33 44 38 33 25

オートキャンプ - 16 17 23 15 11 7 12 9

サーフィン、ウインドサーフィン - 9 12 10 1 6 9 7 7

ピクニック、ハイキング、野外散歩 244 349 306 366 398 273 210 181 197

海水浴 125 101 89 73 56 40 23 16 9

国内観光旅行 136 182 210 174 207 230 194 211 125
出典：各年レジャー白書

区分

　国内のレジャー行動の推移
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　包ヶ浦自然公園の施設運営に係る収支状況
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　人口減少との関係
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＜廿日市市将来人口推計＞

出典：国立社会保障・人口問題研究所「地域別将来人口推計」

2023年の平均世帯人員
　　　　　２.２０人

１世帯当たり平均消費支出
247,322円/月

247,322円×12月÷2.20人
≒135万円（1人の年間消費額）

2万人×135万円＝270億円

（失われる消費）　

2023年の宮島総観光客数
約598.8万人（延べ人数）

宮島の一人当たり観光消費額
4,406円が9,000円になると…

275億円(生まれる消費）
（9,000－4,406）×598.8万人
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　観光客数

出典：広島県「広島県観光客数の動向」（廿日市市、広島市のデータ）

＜観光客数の推移（広島市、廿日市市全体、宮島）＞

14



　観光客数

＜外国人観光客数の推移＞
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　宿泊者数の推移
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　外国人宿泊者数の推移

＜外国人宿泊者数の推移＞

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」
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　　広島県内総観光客数(令和５年)
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　　広島県内一人当たり観光消費額(令和５年)
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　　一人当たり観光消費額推移

出典：広島県「広島県観光客数の動向」
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　　訪日外国人一人当たり消費単価上位県　令和元（２０１９）年
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出典：観光庁「訪日外国動向調査　参考表　都道府県別集計」

全国２３位
1位の約33％
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　　訪日外国人一人当たり消費単価上位県　令和５（２０２３）年

出典：観光庁「訪日外国動向調査　参考表　都道府県別集計」
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1位の約27％

22



　　国の関連計画等
計画等 概要

観光立国推進基本法
（2006.12）

昭和38（1963）年に制定された旧「観光基本法」の全部を改
正し、題名を「観光立国推進基本法」に改めることにより、
観光を21世紀における日本の重要な政策の柱として明確
に位置付け。

観光立国推進基本計画
（2023.3）

令和5（2023）年度～令和7（2025）年度を計画期間とし、持
続可能な観光地域づくり戦略、インバウンド回復戦略、国
内交流拡大戦略を基本的な方針とし、具体的な目標数値
を定めている。

目標数値例：
・訪日外国人旅行消費額
　早期に5兆円にする。【令和6（2024）年実績：8.1兆円】
・訪日外国人旅行消費額単価
　令和7年までに20万円にする。【令和6（2024）年実績：22.7万円】
・訪日外国人旅行者数
　令和7年までに令和元年水準超えにする。
　【令和元（2019）年実績：3,188万人　令和6（2024）年実績：3,687万人】 23



　　廿日市市の関連計画等
計画等 概要

第6次廿日市市総合
計画
（2016.3）

市の魅力や特性、課題、そして市民ニーズや社会情勢などを踏まえ、将来どのよう
なまちにしていくのか、また、そのためにはどのようなことに取り組んでいくのかとい
うことをまとめた計画で、計画期間は平成28（2016）年度から令和7（2025）年度まで。

宮島まちづくり基本
構想
（2020.3）

宮島の「あるべき姿」と「ありたい姿」を明らかにし、まちづくりの理念と方針、将来像
を示す長期的指針な構想。

本券に関連する内容：
＜基本となる方針＞
①守り伝える不朽の島づくり
　　宮島の原点である「自然・文化・歴史」の普遍的な価値を明らかにし、島民が一体となって未
　来に守り伝えていく島づくりを進めます。
②活かし潤う感動の島づくり
　　宮島の普遍的な価値である「自然・文化・歴史」を活用し、暮らす人にも訪れる人にも魅力的
　な、観光と感動の島づくりを進めます。
③心豊かに暮らす生活の島づくり
　　ハード、ソフト両面での基盤を整備し宮島に暮らす全ての人が、安心して心豊かに暮らせる
　島づくりを進めます。
④人々がふれあう交流の島づくり
　　世界中から訪れる人々を含め島民同士の交流機会を創出し、新たな文化を生み、活力ある
　島づくりを進めます。　

本件に関連する内容：
世界遺産「厳島神社」を擁する宮島は、世界的にも知名度が高く、歴史的な資源、自然、観光
施設などがあり大変魅力的な観光地です。近年は400万人を超える来島者が訪れ、その受け
入れ態勢の充実が必要です。（重点施策より抜粋）
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　　住民・関係団体等からの意見

【保全・再生】
　自然への回帰・池の再整備
　海浜エリアへの植樹
　自然散策・自然学習の場

【広場の確保】
　多目的に活用するスペース

【既存のケビンエリア】
　既存施設の活用（用途転用)
　グランピング・オートキャンプ場
　トレーラーハウス　

【希少生物】
　自然環境の変化を懸念
　自然環境の維持・保全が必要

【利用の観点】
　観光拠点としての機能
　高付加価値ホテルの立地
　瀬戸内エリア全体の活性化

【意見総括】
集団施設地区としての利用拠点
として、「保護」と「利用」の
好循環が生まれる利活用検討

ワークショップでの意見 関係団体ヒアリングでの意見
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　　めざす姿（コンセプト）
～瀬戸内エリアの周遊・滞在拠点～

新たな魅力の付加

住民・観光客

◆ 将来にわたって包ヶ浦自然公園の良好な環境形成に寄与

◆ 宮島をはじめ、市域全体への経済波及効果に寄与

期待する効果

保護と利用の好循環

コンセプト

・豊かな自然環境
・憩いと癒し

・付加価値の創出

ターゲット

・想いをはせる人
・訪日外国人観光客
・地域住民

26

●自然環境の保全・再生に取り組み、宮島の豊かな自然環境を守り伝え
　るための場

●自然に触れ学習できる場

●誰もが安心して、包ヶ浦自然公園ならではの様々な体験ができる憩い　
　と癒やしの場

●ゆっくりと滞在し、楽しんでもらえる付加価値の創出

『感動と学びを体感する包ヶ浦自然公園の再生』

～宮島の自然・文化・歴史を継承し、新たな魅力を付加した
　瀬戸内エリアの周遊・滞在拠点～



　　めざす姿（ターゲット）
～瀬戸内エリアの周遊・滞在拠点～

新たな魅力の付加

住民・観光客

◆ 将来にわたって包ヶ浦自然公園の良好な環境形成に寄与

◆ 宮島をはじめ、市域全体への経済波及効果に寄与

期待する効果

保護と利用の好循環

コンセプト

・豊かな自然環境

・憩いと癒し

・付加価値の創出

ターゲット

・想いをはせる人

・訪日外国人観光客

・地域住民
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●宮島の自然・文化・歴史に想いをはせる人

●本物の自然・文化・歴史に触れたい
　訪日外国人観光客 

●自然・レクリエーションが満喫できる
　憩いと癒やしの場として利用する地域住民 

宮島まちづくり基本構想



　　めざす姿（期待する効果）
～瀬戸内エリアの周遊・滞在拠点～

新たな魅力の付加

住民・観光客

◆ 将来にわたって包ヶ浦自然公園の良好な環境形成に寄与

◆ 宮島をはじめ、市域全体への経済波及効果に寄与

期待する効果

保護と利用の好循環

コンセプト

・豊かな自然環境

・憩いと癒し

・付加価値の創出

ターゲット

・想いをはせる人

・訪日外国人観光客

・地域住民
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・民間活力を活用した安定的な財源確保により、市民開放エリアの環境改　
　善や豊かな自然の保全再生に向けた財源として活用し、将来にわたって
　包ヶ浦自然公園の良好な環境形成に寄与。 
・日帰り・滞在を含めた新たな魅力を付加した包ヶ浦自然公園の再生によ
　り、包ヶ浦自然公園を目的とした新たな宮島ファンを呼び込むことで、
　宿泊・滞在型の観光地として、宮島全体の観光の底上げを図るとともに、
　観光消費額の増加などにより、宮島をはじめ、市域全体への経済波及効
　果に寄与。 
 



　　利活用エリアの考え方
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　　「市民開放エリア」の取組の方向性
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　　市民開放エリア（イメージ図）

自然保護・学習活動の推進、汽水池等の石積みの修復、植樹による樹木の
再生、散策路の整備など、緑豊かな自然・レクリエーションの拠点
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　　市民開放エリアの再整備に必要な経費（概算）

補修が必要な個所（抜粋） 概算経費

〇石積み護岸補修

約２億３千万円＋α〇管理道路舗装

〇汽水池石積み補修・浚渫

〇トイレ改修、植樹など
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　　「収益事業エリア」の取組の方向性

◇民間活力を活用し、事業者が独立採算で管理・運営を行うエリア
◇事業者は市に対して、土地の賃借料及び建物の固定資産税を支払う
◇市は、事業者からの収入をもとに、包ヶ浦自然公園全体の保全・再生や、良好な自
　然環境を将来にわたって維持していくための財源として活用

収益事業エリア（既にケビン等が立地している場所） 33



　　収益事業エリアへの事業（施設）の考え方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【事業者選定の基本的な考え方】
　◇公募型プロポーザル（※事業用定期借地権の設定）
　◇包ヶ浦自然公園全体の自然環境や景観と調和した事業計画
　◇めざす姿の実現や、公園全体を事業者が市と一緒になって、維持・保全・管理
　◇市域全体の観光振興や地域活性化に寄与

（宿舎事業）

高付加価値旅行者向けを含む幅
広い宿泊施設
（野営場事業）

・既存ケビンのリニューアル
・グランピング、オートキャンプ場等

（宿舎事業）

高付加価値旅行者向け
の宿泊施設
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当初 利活用方針

幅広く公募



　　収益事業エリア（イメージ写真）

「野営場事業」として代表的なキャンプ場
　　　　　　出典：北茨木市花園オートキャンプHP

自然と調和した中での「宿泊事業」
　　　　出典：湯布院ゆむ田の森温泉HP
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　　今後のスケジュール（予定）

令和７年度
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

令和８年度

補正予算
（公募要領作成支
援、包ヶ浦自然公
園整備利用計画）

公募要領作成
（収益事業エリア）

公募
（収益事業エリア）

活用検討
（市民開放エリア）

36

関係者との対話
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宮島の面積　3,040ha
このうち96％が森林（2,920ha）

包ヶ浦グランド・園地面積5ha
全体面積の0.2％

鹿の餌場は自然豊か
な森林へ
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